
２０２２年度事業報告書 

はじめに 

本会は、ライフル射撃界の統括団体・代表として、２０２４年パリオリンピックでのメダ

ル獲得、国内での健全なライフル射撃競技の普及・振興、海外派遣選手の発掘・育成

を主目的として、２０２２年度事業を実施した。 

選手強化事業では、コロナ禍の影響が続く中、ナショナルトレーニングセンター射撃

場を活用した日本代表候補選手の強化合宿や海外遠征を再開した。7 月韓国のチャ

ンウォンワールドカップでは、吉岡大選手が男子ラピッドファイアピストルで金メダルを

獲得した。また、1 月インドネシアのジャカルタワールドカップでは、岡田直也選手が男

子１０ｍエアライフルでは初となるワールドカップ金メダルを獲得した。 

稼働して３年目の強化拠点となるナショナルトレーニングセンター射撃場での強化は

着実に向上し、アジアエアガンやＩＳＳＦグランプリでもメダル獲得という結果を生んだ。 

ジュニア育成プログラムでは、海外遠征や強化合宿などの活動を再開した。 

年度期首に策定した「将来構想」にある共生スポーツ化の推進については、競技運

営面では１０ｍ全日本大会でオリパラミックス種目や男女混合の順位付けを行い、イン

クルーシブスポーツを他の競技団体に先駆けて実施した。また、新宿区後援のスポー

ツ射撃体験会でも老若男女、障がいのある方に参加いただいた。

このようなライフルスポーツの特性を活かし、普及を拡大するため、IOC の「e-Sportｓ

Series」への参加に向けて活動した。 

経済的自立を目指して導入２年目のふるさと納税は広く理解を得て寄付額は拡大

した。協力いただいた加盟団体には感謝申し上げる。 

スポーツ団体・公益法人としての社会的責任を果たすため、ガバナンスコードに基

づき、２０２２年度の自己説明を本会ホームページで公開した。 

加盟団体の事業運営においては、コロナ禍の影響が続くなか、会員数や各種補助



金等の事業収入が前年度並みとなったが、事務の効率化やコスト削減により、事務局

全体で財務・事業の適正化に努めた。 

２０２１年度に開始した「ニチラネット」によるデジタル化された推薦業務は、２０２２年

度からニチラネットに一本化され、紙による申請は終了した。これにより、加盟団体を含

めた推薦業務のデジタル化を実現した。選手強化活動事業におけるデジタル化につ

いては、新生活における選手強化活動事業補助金を活用し、スタッフがお互いに遠

隔地にいても、継続的に強化活動ができる環境づくりに努めた。 

銃器に関する法的規制への対応については、警察庁に対し、空気拳銃の５００人枠

の拡大や銃器の保管要件の見直しを引き続き働きかけた。 

スポーツ射撃を愛し、加盟団体のご協力と、各官庁・関係者のご指導・ご支援に感

謝しつつ、本会事業報告をお届けいたします。 

新型コロナウイルスの影響もあり、一刻も早く感染が収束することを願いつつ、改め

て本会事業へのご協力をお願いする次第です。 

 ２０２３年５月２７日 

公益社団法人 日本ライフル射撃協会 

会 長  松 丸 喜 一 郎 



２０２２年度事業実施状況 

（定款第４条１項〜６項関係）

１ ライフル射撃スポーツの普及及び指導
（総務委員会関係）
 協会の中期経営計画として「JRSF 将来構想」を策定した。
 通報相談窓⼝の実績 通報相談は２件だった。
 倫理委員会開催実績 ６回開催した。
 推薦銃の使⽤状況を審査し競技者適格証明書を発⾏した。

ライフル射撃競技者適格証明 (１７９)
 スポーツ振興くじ助成をうけ、広報誌「ライフルスポーツ」を６回発行した。

（推薦委員会関係）
 デジタル技術の活⽤による、推薦を含む会員向けサービスのオンライン化として、「ニチラネット」

を２０２１年度より始動させ、２０２２年度４⽉１⽇より推薦申請業務の完全デジタル化を実現し
た。

（競技運営委員会関係）
 全⽇本ライフル射撃競技選⼿権⼤会(１０m AR/AP)において、オリパラミックス種⽬や男⼥混合の

順位付けを⾏い、「JRSF 将来構想」にある共⽣スポーツ化を推進した。
（普及・⽣涯スポーツ委員会関係）
 協会主催（新宿区後援）のスポーツ射撃体験会を計６回開催し、⽼若男⼥・障がいの有無に関わらず

楽しめる共⽣スポーツであることをアピールした。
 OES(Olympic Esports Series)に参⼊するため、IF と連携して IOC に働き掛けかけを引き続き⾏っ

た。
 ガバナンスコードの原則５に対応したインテグリティ教育について、１８１６名の選⼿をはじめ指

導者についても引き続きインテグリティ教育を⾏った。
 ⽇本アンチ・ドーピング機構と協⼒して、選⼿、コーチ向けに E ラーニングを実施した。
 加盟団体の⾏う普及事業への普及活動助成は、本年度の募集を⾒送った。
（コンプライアンス委員会関係）
 ガバナンスコードに則り各種規程を整備した。
２ ライフル射撃スポーツの⽇本選⼿権⼤会及びその他の競技会の開催
（国体委員会関係）
 ２０２２（令和４）年度の第７７回国⺠体育⼤会（いちご⼀会とちぎ国体）を３年ぶりに実施した。

リハーサル⼤会を開催出来なかったにも関わらず、無事終了した。
（競技運営委員会関係）
 ⽇本新記録を公認した（別表５）
 主催競技⼤会記録を管理･保存すると共に、公式ウェブサイトにて公表した。（別表１）
 公認射撃場について以下の射撃場を公認した。
 競技運営で必要となる⾳楽機器、計測機器、計５件を加盟団体へ貸し出した。



 競技⽤銃砲、ゲージ等の検定・公認を⾏った。
 電⼦標的の検定について以下の再検定を⾏い公認した

 瀬⼾⾕屋内競技場 １０m 射場
 埼⽟県⻑瀞射撃場 １０m・５０m 射場
 愛知県総合射撃場 １０m・５０m 射場
 福井県ライフル射撃場 １０m・５０m 射場
 茨城県営ライフル射撃場 １０m・５０m 射場
 千葉県総合スポーツセンター射撃場 １０m・５０m 射場

３ ライフル射撃スポーツに関する競技⼒の向上を図ること
（選⼿強化委員会関係）
 選⼿選考要綱に基づき公正に選⼿を選考した。
 吉岡⼤選⼿・岡⽥直也選⼿がワールドカップで⾦メダルを獲得した。
 NTC 射撃場の使⽤状況については、コロナ感染症対策を⾏い年間稼働率は８９％であった。
 ⽇本代表及び候補選⼿の専任コーチとして、ピストル種⽬はエミール・ドシャノフ（ブルガリア）、

ライフル種⽬にゴラン・マキシモビッチ（セルビア）及びキム・ウーヨン（韓国）を登⽤した。
 JSC 競技⼒向上事業助成⾦オリンピック選⼿等強化助成を受け、ナショナルチーム及びジュニア育

成チームの国内合宿等の強化事業を実施した。（別表２、別表３）
 競技⼒向上に資するスポーツ医科学サポートについては、関係機関と実施した。
 JSC から受託した「アスリートパスウェイの戦略的⽀援」事業として、地域 TID（都道府県スポー

ツ課やスポーツ協会が実施しているタレント発掘事業）で発掘されたタレントを競技団体に繋げる
ため、岐⾩県・福岡県・佐賀県・⻑崎県と協働しモデル事業を開始した。（別表４）

 東アジアユースエアガン⼤会は３年ぶりに集合形式で韓国にて開催された。参加国は韓国と⽇本で
開催した。代表選⼿として１０ｍ各種⽬３名の１２選⼿が出場した。１０ｍエアピストル男⼦で内⽥
翼選⼿が２位に⼊賞した。

４ ライフル射撃スポーツに関する指導員及び審判員の養成及び資格認定
（競技運営委員会関係）
 ・全⽇本ＡＲ/ＡＰ，全⽇本ＢＲ/ＢＰはＳＨ１のパラアスリートも参加し、オリパラミックス種⽬と

して各種⽬出場選⼿の記録合計にてチーム戦を新設し順位付けした。また、男⼥混合にてファイナ
ルを実施し総合順位を発表した。

 段級審査を実施し、１,６１４件（内⽣徒１,１５１件）の級位を授与した。１,７７２件（内⽣徒１,０
７７件）の段位を授与した。

 年間を通じて審判部会を開催し、新たに本部１４名、地⽅４３名の公認審判員を承認した。名誉審判
員胸章を２０名に贈呈した。

 審判講習会を２⽉に新型コロナ感染対策のため集合研修を避け ZOOM により実施した。競技役員
の役割について、東京２０２０の知⾒を情報共有し周知徹底した。

 小中学生全国大会を、都道府県又はブロック単位で予選を実施し中央に集合して本選を実施す

る方法にするためには、参加選手の増加が課題であることから、昨年度に引き続きヤングスタ

ーランクリスト大会及びヤングスターランクリストファイナル大会を実施した。小中学生全国



大会では参加資格に５級以上の所持者とした。 
 国際⼤会役員の育成及び活動促進、派遣として、３名を５⼤会に派遣した。
 視覚障害、聴覚障害、知的障害のアスリートも参加できる競技会実施について議論を開始した。

（普及・⽣涯スポーツ委員会関係）
 JRSF 認定Ｃ級コーチとして新規に２１名を認定した（うち２名は JSPO 公認コーチ３専⾨科⽬を兼

ねて受講）。
 JRSF 認定 D 級コーチ資格として新規に４名を認定した。
 JRSF 認定 B 級コーチ資格として新規に１９名を認定した。
 JRSF 認定コーチ取得講習会をオンラインにて以下のとおり実施した。

認定Ｃ級コーチ ８⽉（今年度前期・後期）
認定Ⅾ級コーチ ８⽉

 ⽇本スポーツ協会公認ライフル射撃コーチ３専⾨科⽬講習会（前期・後期）をオンラインにて実施
し、公認コーチ専⾨科⽬として２名を認定した。

 ライフル射撃に関する講習会を各都道府県で開催した。
 ミズノスポーツ振興財団の助成をうけ、全国⾼校指導者研修会を京都府京都市（京都府⺠総合交流

プラザ 京都テルサ(第２会議室)）で開催し、３８名が参加した。
５ ライフル射撃スポーツの普及・発展に資するための補完事業として事業運営上必要な物品の販売
 年間を通じ公認標的の製作・販売を実施した。
６ その他⽬的を達成するために必要な事業
 JSC スポーツ団体スポーツ活動助成（国際貢献、協⼒事業）を活⽤し、スポーツ射撃界の国際貢献、

社会貢献に対する協会のビジョンを説明する動画作成を⾏い、国内外に発信した。
 将来構想に掲げる経済的な⾃⽴を実現する活動として、ニチラ応援新宿区ふるさと納税寄付制度を

推進した。２０２２年度に本制度に基づいて初めて⽀援⾦を新宿区より以下の通り交付された。
２０２１年４⽉〜１２⽉受⼊、２０２２年⽀援⾦交付

本会を指定して寄附があった件数、寄附⾦額 １６件 １，６００，０００円
本会への⽀援⾦ （寄附⾦額の７割が上限）  １，１２０，０００円

２０２２年１⽉〜１２⽉受⼊、２０２３年⽀援⾦交付予定
本会を指定して寄附があった件数、寄附⾦額 ６１件
本会への⽀援⾦予定額（寄附⾦額の７割が上限） 

２，８４９，０００円
１，９９４，０００円

 国際射撃スポーツ連盟（ISSF）に引き続き加盟した。
 アジア射撃連盟（ASC）に引き続き加盟した。
 公益財団法⼈⽇本スポーツ協会に引き続き加盟した。
 公益財団法⼈⽇本オリンピック委員会に引き続き加盟した。
 公益財団法⼈⽇本アンチ･ドーピング機構に引き続き加盟した。
 松丸喜⼀郎会⻑が国際射撃スポーツ連盟（ISSF）の Executive Committee Member に当選した。
 松丸喜⼀郎会⻑がアジア射撃連盟（ASC）の副会⻑を継続して務めた。
 藤井彌事務局⻑が ISSF のライフル委員に、エミール･ドシャノフコーチがコーチアドバイザリー委

員に再選した。



 銃砲⼑剣類所持等取締法に定められる銃器の所持に関する推薦書を（公財）⽇本スポーツ協会の委
託を受け発⾏した。

拳銃 １３（更新 １３、新規 ０）
空気拳銃 ２６７（更新 ２０６、新規 ６１ [内低年者２７]）
指導⽤空気拳銃 ７
空気銃 １１１
ライフル銃 ２１６（⼤⼝径 ４０、⼩⼝径 １７６ [内低年者７５]）
年少射撃資格 １８９（空気銃 １７２、空気拳銃 １７）
技能講習免除 ２４１

 定時総会を２０２２年６⽉１８⽇に開催し、以下の内容を議決した。
 第１号議案 正会員の承認の件
 第２号議案 ２０２１年度事業報告承認の件
 第３号議案 ２０２１年度収⽀決算書承認の件
 第４号議案 定款⼀部変更の件
 第５号議案 公益社団法⼈ ⽇本ライフル射撃協会倫理規程改定の件

 理事会を以下の通り開催した。
 ２０２２年４⽉１２⽇ 書⾯理事会
 ２０２２年５⽉２８⽇ 第⼀回理事会
 ２０２２年７⽉９⽇ 第⼆回理事会
 ２０２２年９⽉２４⽇ 第三回理事会
 ２０２２年１２⽉３⽇ 第四回理事会
 ２０２３年２⽉１８⽇ 第五回理事会

 協会元副会⻑の藤井優名誉副会⻑が令和４年秋の叙勲にて旭⽇双光章を受賞された。(スポーツ振興
功労)

 以下の⽅々の表彰を実施した
＜会⻑特別表彰＞

⽴川定（新潟県ライフル射撃協会推薦）    
＜会⻑表彰＞

橋本⼀平（京都府ライフル射撃協会推薦）
       小原顯彦（国体委員会推薦）        
＜年間活動賞＞

京都府警所属 吉岡⼤（選⼿強化委員会推薦）
⾃衛隊体育学校所属 ⼭⽥聡⼦（選⼿強化委員会推薦）

＜感謝状＞
清水寛（徳島県ライフル射撃連盟） 

袴田登喜造（競技運営委員会） 

溝部政司（競技運営委員会） 

香西俊輔（競技運営委員会） 
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別表1  2022年度競技会開催状況

月 開催期間 事業名 場所 主管 共催・後援等

4 16日(土)-17日(日) アジア大会・ワールドカップバクー選考会（10ｍAR/50ｍ） 埼玉県長瀞射撃場 埼玉県ラ

22日(金)-24日(日) 全日本ライフル射撃競技選手権大会（１０ｍＡＰ・ＡＲ）　<昨年度から繰越開催> ｎｅｘライフル射撃場 宮城県ライフル射撃協会

23日(土)-24日(日)
第22回 全日本ジュニアビームライフル射撃競技大会
<中止>コロナウィルス感染症拡大防止の観点から。

岐阜メモリアルセンター‘で愛ドーム’

5 7日(土)-8日(日) 全日本選抜ライフル射撃競技大会(50mライフル) 熊本県総合射撃場 熊本県ラ

14日(土)-15日(日) 第48回 全日本ライフル射撃競技選手権大会(300m) 埼玉県長瀞総合射撃場 千葉県ラ

21日(土)-22日(日) ワールドカップチャンオン選考会（10ｍAR/50ｍ） 栃木県ライフル射撃場 日ラ

6 24日(金)-26日(日) 東日本大口径射撃競技大会　 浦臼国際ライフル射撃場 北海道ラ

24日(金)-26日(日) 第52回 東日本ライフル射撃競技選手権大会　 栃木県ライフル射撃場 栃木県ラ

24日(金)-26日(日) 第52回 西日本ライフル射撃競技選手権大会 熊本県総合射撃場 熊本県ラ

7 1日(金)-3日(日) 第26回 日本学生選抜スポーツ射撃競技大会　 神奈川県立伊勢原射撃場 日本学生ライフル射撃連盟
一般社団法人大学スポーツ協会、
神奈川県、神奈川県ライフル射撃協会

16日(土)-18日(月・祝) 全日本ライフル射撃競技選手権大会(BR/BP)【SH1・男女混合】 nｅｘライフル射撃場 宮城県ラ
宮城県・宮城県教育委員会・宮城県スポーツ協会・石巻市・石巻教育
委員会

28日(木)-31日(日) 第59回 全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 つつがライフル射撃場
全国高等学校ライフル射撃部
広島県ラ

公益財団法人 全国高等学校体育連盟・スポーツ庁・総務省・(公財)日
本スポーツ協会・(一財)地域活性化センター）・広島県・広島県教育委
員会・(公財)広島県体育協会・広島県高等学校体育連盟・安芸太田
町・安芸太田町教育委員会・ＮＨＫ

8 19日(金）-21日(日）
TOKYO2020メモリアル　BR・BP JAPAN CUP
兼　全国小中学生ライフル射撃競技大会（BR・BP）

朝霞市総合体育館内　Asaka Shooting Range 埼玉県ライフル射撃協会 朝霞市・埼玉県

9 9日（金）-11日（日）
JOCジュニアオリンピックカップ
兼　第33回 ISSFｼﾞｭﾆｱﾗｲﾌﾙ射撃競技選手権大会

埼玉県長瀞射撃場
埼玉県ライフル射撃協会
日本学生ライフル射撃連盟
全国高等学校ライフル射撃部

（公財）日本オリンピック委員会・ 埼玉県・埼玉県スポーツ協会・長瀞
町・長瀞町教育委員会・長瀞町スポーツ協会

全日本社会人ライフル射撃競技選手権大会
兼　第78回 国体ライフル射撃競技リハーサル大会　<中止>
全国センター・ファイア・ピストル射撃競技大会
兼　第78回 国体ライフル射撃(25m)競技リハーサル大会　<中止>

17日(土)-18日(日) 第35回 全日本パラスポーツライフル射撃競技選手権大会 スポーツ・パル高根の郷 日ラ
特定非営利活動法人日本障害者スポーツ射撃連盟・公益財団法人
日本パラスポーツ協会・公益社団法人日本モーターボート選手会、大
塚製薬株式会社

10 6日(木)-9日(日) 第77回 国民体育大会（いちご一会とちぎ国体）
栃木県ライフル射撃場
栃木県総合教育センター体育館
栃木県警察学校射撃場

栃木県ラ

13日(木)-16日(日) 全日本学生スポーツ射撃選手権大会　第69回男子総合/第35回女子総合 能勢町ライフル射撃場 日本学生ライフル射撃連盟
文部科学省/スポーツ庁、能勢町教育委員会、一般社団法人大学ス
ポーツ協会、近畿射撃連合、大阪府ライフル射撃協会

22日(土) 第45回 全日本前装銃射撃競技選手権大会 千葉県総合スポーツセンター射撃場 日本前装銃射撃連盟 千葉県ライフル射撃協会

28日(金)-30日(日) 全日本ライフル射撃競技選手権大会(センターファイアピストル)　<12月に延期>

11 4日(金)-6日(日)
全日本ライフル射撃選手権大会(50mライフル)
兼　全日本選抜ライフル射撃競技大会(10mAR/AP)

埼玉県長瀞射撃場 埼玉県ラ

11日(金)-13日(日) 全日本ライフル射撃競技選手権大会(25mピストル) NTCイースト射撃場 日ラ

26日(土)-27日(日) 全日本ライフル射撃競技選手権大会(50mピストル) 埼玉県長瀞射撃場 埼玉県ラ
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別表1  2022年度競技会開催状況

月 開催期間 事業名 場所 主管 共催・後援等

12 9日(金)-11日(日) 全日本ライフル射撃競技選手権大会(センターファイアピストル)　<10月から延期> つつがライフル射撃場 広島県ライフル射撃協会

7日(土)-8日(日)
第8回 全日本小中学生ライフル射撃競技選手権大会(AR/AP)
兼　第9回全日本小中学生ライフル射撃競技選手権大会（BR/ BP）

NTCイースト射撃場 日ラ　選手強化委員会

1

2 11日(土)-12日(日) 第5回 全日本ミックスチーム射撃競技選手権大会（AR・AP) スポーツパル高根の郷 静岡県ラ

3 3日(金)-5日(日) ワールドカップバクー選考会　（10ｍ/50ｍ） 栃木県ライフル射撃場 日ラ

17日(金)-19日(日)
度全日本ライフル射撃競技選手権大会（10ｍＡＰ/ＡＲ）

オリパラ男女混合共生大会
福井県立ライフル射撃場 福井県ラ 特定非営利活動法人日本障害者スポーツ射撃連盟

24日(金)-26日(日) 第42回 全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会 福井県立ライフル射撃場
全国高等学校ライフル射撃部
福井県ライフル射撃協会

福井県教育委員会・福井県高等学校体育連盟
(公財）福井県スポーツ協会



別表2

強化
スタッフ

選手 計

R/P WCバクー兼事前合宿 NTC/アゼルバイジャン ２０２２年５月２２日～６月７日 2 8 10

R/P WCチャンオン兼事前合宿 栃木・NT・韓国 ２０２２年６月３０日～７月２１日 10 19 29

R/P 世界選手権カイロ兼事前合宿 エジプト・カイロ ２０２２年９月２８日～１０月２６日 4 19 23

R/P ISSFグランプリ　１ スロベニア ２０２３年１月９日～１月１７日 3 5 8

R/P WCジャカルタ兼事前合宿 ジャカルタ ２０２３年１月１９日～２月６日 7 14 21

R/P アジアンカップ　ライフル・ピストル ジャカルタ ２０２３年３月１日～３月９日 2 3 5

R/P WCボパール インド・ボパール ２０２３年３月１５日～３月２８日 4 11 15

海外合宿 R/P イタリア合宿（パルディーニ） イタリア ２０２２年６月１２日～６月２５日 1 2 3

P 4月NTCピストル合宿 NTC ２０２２年４月１２日～４月２０日 2 9 11

R/P 5月NTCピストル合宿 NTC ２０２２年５月９日～５月１９日 2 7 9

R/P 9月NTCライフル10m合宿 NTC ２０２２年９月１６日～９月２２日 2 8 10

R/P 12月NTCライフル・ピストル合宿 NTC ２０２２年１２月３日～１２月２３日 2 6 8

R/P 2月ライフル・ピストル強化合宿 NTC ２０２３年２月２３日～３月１日 6 25 31

－ 海外コーチ招聘　①　前期 NTCE他 ２０２２年４月１日～１０月８日 3 － 3

－ 海外コーチ招聘　②　後期 NTCE他 ２０２２年１０月９日～２０２３年３月３１日 2 － 2

－ 海外コーチ派遣④WCボパール インド・ボパール ２０２３年３月19日～３月２９日 1 － 1

－ 海外コーチ派遣①　WCバクー アゼルバイジャン ２０２２年５月２６日～６月６日 3 － 3

－ 海外コーチ派遣②　WCチャンオン 栃木・NT・韓国 ２０２２年６月３０日～７月２１日 3 － 3

－ 海外コーチ派遣③　世界選手権 エジプト・カイロ ２０２２年９月２８日～１０月２５日 3 － 3

－ 新しい生活様式での選手強化活動　前期 ２０２２年４月～９月 － － －

－ 新しい生活様式での選手強化活動　後期 ２０２２年１０月～２０２３年３月 － － －

－ 感染症対策の徹底　前期 ２０２２年４月～９月 13 27 40

－ 感染症対策の徹底　後期 ２０２２年１０月～２０２３年３月 1 1 2

R/P ISSFプレジデントカップ ２０２２年１１月２８日～２０２２年１２月４日 1 － 1

P WCカイロ ２０２３年２月１７日～２月２４日 1 － 1

2022年度選手強化活動事業

事業細目名 競技種目 事業名 実施場所 期間

人数

その他協会自己財源事業

新型コロナ感染症対策事業

新しい生活様式での選手強化活動事業

チーム派遣

チーム派遣（オリ予選）

国内合宿

コーチ力強化（海外コーチ設置）

コーチ力強化（コーチ派遣）



強化
スタッフ

選手 計

R/P ワールドカップジュニア（ズール） ドイツ ２０２２年５月７日～５月１６日 4 8 12

R/P WCバクー兼事前合宿 アゼルバイジャン ２０２２年５月２２日～６月７日 1 7 8

R/P 韓国アジアエアガン選手権 韓国 ２０２２年１１月６日～１１月１９日 3 8 11

R/P 東アジアユースエアガン 韓国 ２０２２年１１月２１日～１１月２８日 3 12 15

R/P WCジャカルタ兼事前合宿（ジュニア） NTC/ジャカルタ ２０２３年１月２１日～２月６日 7 5 12

海外合宿 P クウェートユーストレーニングキャンプ クウェート ２０２３年２月９日～２月２０日 1 2 3

R/P 4月長瀞ライフル合宿 長瀞 ２０２２年４月７日～４月１７日 10 14 24

R/P 4月NTCピストル10m合宿 NTC ２０２２年４月２３日～４月２９日 5 10 15

R/P 4月石巻合宿 石巻 ２０２２年４月２０日～４月２４日 5 2 7

R/P 5月NTC10ｍ合宿 NTC ２０２２年５月４日～５月９日 7 14 21

R/P 5月栃木合宿 栃木 ２０２２年５月１７日～５月２２日 4 9 13

R/P EA山梨長瀞合宿（関東高校選手権） 山梨・埼玉 ２０２２年５月２７日～２９日・６月２日～５日 2 2 4

R/P EA東西日本ライフル射撃競技選手権合宿 栃木・熊本 ２０２２年６月２２日～６月２７日 3 2 5

R/P EA 栃木合宿 栃木 ２０２２年７月１日～７月３日 1 1

R/P EA広島宮城合宿（広島大会・全日本選手権） 広島・宮城 ２０２２年７月１４日～７月１８日 2 2 4

R/P EA 第59回　全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 広島 ２０２２年７月２９日～８月１日 2 1 3

P EA 2022年度 全国ピストル射撃競技大会(U29) 大阪 ２０２２年８月１０日～８月１２日 1 1 2

R/P ナショナルタレント合宿 NTC ２０２２年８月２６日～８月２８日 6 13 19

R 育成TOP合宿 NTC ２０２２年９月２日～９月４日 2 3 5

R/P JOCジュニアオリンピックカップ 兼 第33回 ISSFジュニアライフル射撃競技選手権大会 長瀞 ２０２２年９月７日～９月１１日 3 2 5

R/P EA 全日本選抜ライフル射撃競技大会(10mAR/AP) 長瀞 ２０２２年１１月２日～１１月６日 4 2 6

R/P EA 関東高等学校ライフル射撃競技選抜大会 長瀞 ２０２２年１１月１８日～１１月２０日 2 2 4

R/P EA 全国秋季ピストル射撃競技大会 （50m・10m） 長瀞 ２０２２年１１月２５日～１１月２６日 2 1 3

R/P 12月ジュニア育成合宿 NTC ２０２２年１２月５日～１２月２２日 10 12 22

R/P EA 第5回 全日本ミックスチーム射撃競技選手権大会（AR・AP) 藤枝 ２０２３年２月１１日～２月１２日 1 1 2

R/P 3月ナショナルタレント合宿 NTC　 ２０２３年３月３日～３月５日 4 11 15

R/P EA3月WCバクー選考会（栃木） 栃木 ２０２３年３月３日～３月５日 2 2 4

R/P ユニバNT合宿 NTC ２０２３年３月１０日～３月１５日 4 6 10

R/P EA 全日本ライフル射撃競技選手権大会(10mAR/AP) 福井 ２０２３年３月１６日～３月２０日 2 2 4

R/P EA 第42回 全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会 福井 ２０２３年３月２３日～３月２７日 2 2 4

国内合宿

チーム派遣

２０２２年度 次世代アスリート育成強化事業

別表3

事業細目名 競技種目 事業名 実施場所 期間
人数



別表4

強化
スタッフ

選手 計

1 Ｒ・Ｐ 北部九州3TID第1回合同合宿 2022/4/16,17 10 17 27

2 Ｒ・Ｐ 東海TID合同合宿 2022/4/30,5/1 8 12 20

3 Ｒ・Ｐ 北部九州3TID第2回合同合宿 2022/5/21,22 7 13 20

4 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第1回JUプログラム 2022/5/28 4 5 9

5 Ｒ・Ｐ 長崎TID第2期（スーパーキッズ)生トライアウト 2022/6/11 9 15 24

6 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第2回JUプログラム 2022/6/25 4 5 9

7 Ｒ・Ｐ 北部九州3TID第3回合同合宿 2022/7/2,3 8 15 23

8 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第3回JUプログラム 2022/7/23 3 4 7

9 Ｒ・Ｐ 佐賀TID第1回JUプログラム 2022/8/6,7 4 16 20

10 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第1回体験会兼ﾄﾗｲｱｳﾄ 2022/9/10 4 21 25

11 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第2回体験会兼ﾄﾗｲｱｳﾄ 2022/9/17 4 22 26

12 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第4回JUプログラム 2022/9/24 3 5 8

13 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第5回JU プログラム 2022/10/22 5 7 12

14 Ｒ・Ｐ 佐賀TID第2期生トライアウト 2022/10/23 5 4 9

15 Ｒ・Ｐ 北部九州3TID第4回合同合宿 2022/11/12,13 7 16 23

16 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第6回JUプログラム 2022/11/26 5 5 10

17 Ｒ・Ｐ NTC合同合宿 2022/12/23,25 6 6 12

18 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第7回JUプログラム 2022/12/24 4 3 7

19 Ｒ・Ｐ 岐阜TID第8回JUプログラム 2023/1/28 5 5 10

20 Ｒ・Ｐ 北部九州3TID合同プログラム 2023/2/23 7 15 22

21 Ｒ・Ｐ 岐阜TID福井合同合宿 2023/2/25,26 6 14 20

22 Ｒ・Ｐ 福岡TID第3期生ﾄﾗｲｱｳﾄ 2023/3/21 7 5 12

2022年度「アスリートパスウェイの戦略的支援」委託事業

競技種目 事業名 期間
人数



2022年度に公認された日本記録・国内最高記録
ライフル種目 別表 5

10mエア・ライフル男子 前年度記録 男子252.5点、本選633.8点、団体1877.6点、ジュニア251.0点、本選631.3点、団体1873.4点
種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会

10mエア・ライフル男子団体 931.6 遠藤雅也、清水彰人、島田敦 Japan 2022/5/31 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
10mエア・ライフル男子団体 937.1 遠藤雅也、花川直樹、島田敦 Japan 2022/7/13 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24
10mエア・ライフル男子団体 938.8 遠藤雅也、花川直樹、島田敦 Japan 2022/7/13 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/12/3
10mエア・ライフル伏射男子 636.8 岡田直也 2022/7/15 第31回全日本クラブ対抗選手権大会（静岡県） 2022/9/24
10mエア・ライフル伏射男子団体 1896.7 岡田直也、篠原章宏、吉田亨 神奈川SC 2022/7/17 第31回全日本クラブ対抗選手権大会（静岡県） 2022/9/24

前年度記録 伏射女子　635.9点
10mエア・ライフル女子 前年度記録 女子253.1点、本選630.0点、団体1862.8点、ジュニア249.5点、本選629.0点、団体1875.8点

種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会
10mエア・ライフル女子ジュニア 250.1 野畑　美咲 明治大学 2022/9/24 アジアエアガン・ジュニア選手選考会（ＮＴＣ） 2022/12/3
10mエア・ライフル女子本線タイ 630.0 野畑　美咲 明治大学 2022/11/12 アジアエアガン選手権（韓国 大邱） 2022/12/3
10mエア・ライフル女子ジュニア本選 630.0 野畑　美咲 明治大学 2022/11/12 アジアエアガン選手権（韓国 大邱） 2022/12/3
10mエア・ライフル女子団体 936.0 中口遥、平田しおり、清水綾乃 Japan 2022/5/31 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
10mエア・ライフル女子団体 936.9 平田しおり、中口遥、野畑美咲 Japan 2022/7/13 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24
10mエア・ライフル女子団体 939.6 平田しおり、中口遥、野畑美咲 Japan 2022/10/15 ISSF世界選手権（カイロ） 2022/12/3
10mエア・ライフル伏射女子 636.8 清水　綾乃 自衛隊体育学校 2022/10/8 いちご一会とちぎ国体2022（栃木） 2022/12/3

10mエア・ライフルミックスチーム 前年度記録 626.9点
種目 点数 団体 氏名 競技日 大会名（会場） 承認理事会

10mエア・ライフルミックスチーム 627.5 平田しおり、遠藤雅也 Japan 2022/7/12 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24
10mエア・ライフルミックスチーム 629.8 平田しおり、遠藤雅也 Japan 2022/11/14 アジアエアガン選手権（韓国 大邱） 2022/12/3
10mエア・ライフルミックスチームジュニア 618.4 野畑美咲、橋本昂希 Japan 2022/11/14 アジアエアガン選手権（韓国 大邱） 2022/12/3

前年度記録 三姿勢男子　460.0点、本選　1181点、団体　3497点
50mライフル男子 伏射　629.1点、国体ファイナル　250.7点、団体　1850.1点、屋内　1853.6点

種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会
50mライフル三姿勢男子本選 587 遠藤　雅也 名阪急配 2022/4/17 アジア大会・ワールドカップバクー選考会（埼玉) 2022/5/28
50mライフル三姿勢男子団体 1297 島田敦、遠藤雅也、清水彰人 Japan 2022/6/3 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6

前年度記録 伏射　624.4、団体　1843.1点
50mライフル女子 前年度記録 三姿勢女子　461.7点、本選　1183点、団体　3457点、屋内3422点

種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会
50mライフル三姿勢女子本選 588 平田　しおり ALSOK 2022/5/7 全日本選抜ライフル射撃競技大会（50ｍ）（熊本） 2022/5/28
50mライフル三姿勢女子本選 588 平田しおり ALSOK 2022/6/3 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
50mライフル三姿勢女子団体 1295 平田しおり、中口遥、松本靖世 Japan 2022/6/3 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
50mライフル三姿勢女子団体 1306 平田しおり、中口遥、堀之内愛 Japan 2022/7/18 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24

50m ライフルミックスチーム 前年度記録 男子　253.7点、本選　642.0点、団体　1883.7点
種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会

50mライフル三姿勢ミックスチーム 869.0 平田しおり、島田敦 Japan 2022/6/4 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
50mライフル三姿勢ミックスチーム 860.0 松本靖世、遠藤雅也 Japan 2022/6/4 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
50mライフル三姿勢ミックスチーム 870 堀之内愛、遠藤雅也 Japan 2022/7/19 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24

ビームライフル女子 前年度記録 女子　253.0点、本選　632.7点、団体　1878.6点
種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会

ビームライフル女子本選 635.1 泰地陽詩 徳島県 2022/10/7 いちご一会とちぎ国体2022（栃木） 2023/2/18
ビームライフル女子本選ジュニア 635.1 泰地陽詩 徳島県 2022/10/7 いちご一会とちぎ国体2022（栃木） 2023/2/18
ビームライフル女子 253.9 泰地陽詩 徳島県 2022/10/8 いちご一会とちぎ国体2022（栃木） 2023/2/18
ビームライフル女子ジュニア 253.9 泰地陽詩 徳島県 2022/10/8 いちご一会とちぎ国体2022（栃木） 2023/2/18

ビームライフルミックスチーム 前年度記録 498.4点
種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会

ビームライフルミックスチーム 629.7 戸田陽翔、泰地陽詩 徳島県 2022/10/8 いちご一会とちぎ国体2022（栃木） 2022/12/3

ピストル種目
10mエア･ピストル男子 前年度記録 男子　242.8点、本選　591点、団体　1735点、ジュニア本選　570点　団体　1670点

種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会

10mエア・ピストル男子ジュニア本選 240 小柳　勇生 福岡県協会 2022/9/9
JOCジュニアオリンピックカップ 兼 第33回ISSFジュニ
アライフル射撃競技選手権大会（埼玉）

2023/2/18

10mエア・ピストル男子ジュニア本選 572 岩佐　正貴 自衛隊体育学校 2022/1/15
ライフル・ピストルナショナルチーム選考記録会  （Ｎ
ＴＣ）

2022/5/28

10mエア・ピストル男子ジュニア本選 576 岩佐　正貴 自衛隊体育学校 2022/3/22
ワールドユニバーシティゲームズ・ジュニアWC選考会兼
ライフル（10m･50m）NT選考会（栃木）

2022/5/28

10mエア・ピストル男子ジュニア本選 579 岩佐　正貴 自衛隊体育学校 2022/5/11 ISSFワールドカップジュニアズール 2022/5/28
10mエア・ピストル男子ジュニア本選 580 岩佐 正貴 自衛隊体育学校 2022/9/25 アジアエアガン・ジュニア選手選考会（ＮＴＣ） 2022/12/3
10mエア・ピストル男子団体 854 岩佐正貴、金坂春杜、武内響 Japan 2022/10/16 ISSF世界選手権（カイロ） 2022/12/3

10mエア･ピストル女子 前年度記録 女子　245.3点、本選　577点、団体　1703点、ジュニア　236.5点、本選　569点、団体　1664点
種目 点数 氏名 所属 競技日 大会名（会場） 承認理事会

10mエア・ピストル女子本選タイ 577 相澤ひかる 警視庁 2022/6/24
２０２２年度第５２回東日本ライフル射撃競技選手権大
会（栃木）

2022/7/6

10mエア・ピストル女子本選タイ 577 山田　聡子 自衛隊体育学校 2022/11/4 全日本選抜ライフル射撃大会（埼玉） 2022/12/3
10mエア・ピストル女子本選 580 相澤ひかる 警視庁 2023/1/13 ISSFグランプリスロベニア(10m) 2023/2/18
10mエア・ピストル女子ジュニア 240.4 山﨑一葉 高知県 2022/9/25 アジアエアガン・ジュニア選手選考会（ＮＴＣ） 2022/12/3
10mエア・ピストル女子団体 844 山田聡子、小西ゆかり、佐々木千鶴 Japan 2022/5/31 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
10mエア・ピストル女子団体 850 山田聡子、小西ゆかり、財津美加 Japan 2022/7/14 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24
10mエア・ピストル女子団体 852 相澤ひかる、山田聡子、相田愛望 Japan 2022/10/16 ISSF世界選手権（カイロ） 2022/12/3

10mエア･ピストルミックスチーム 前年度記録 本選　575点、ジュニア　本選　545点
種目 点数 団体 氏名 競技日 大会名（会場） 承認理事会

10mエア・ピストルミックスチーム 576 相澤ひかる、岩佐正貴 Japan 2022/10/17 ISSF世界選手権(カイロ） 2022/12/3
10mエア・ピストルミックスチームジュニア 563 吉村和徳、阿部花論 Japan 2022/11/18 アジアエアガン選手権（韓国 大邱） 2022/12/3

前年度記録 RFP　34 HIT、本選　588点、団体　1721点、STD　580点、団体　1680点
25mピストル 前年度記録 SP　33 HIT、本選　589点、団体　1739点

種目 点数 団体 氏名 競技日 大会名（会場） 承認理事会
25mラピッドファイアピストル男子本選(屋内） 590 吉岡　大 京都府警察 2022/7/19 世界選手権選考会（ＮＴＣ） 2022/9/24
25mラピッドファイアピストル男子団体 840 吉岡大、市川広義、森栄太 Japan 2022/8/10 ISSFワールドカップチャンウォン 2022/9/24
25mラピッドファイアピストル男子団体 862 吉岡大、武内響、岩田泰輝 Japan 2022/10/24 ISSF世界選手権（カイロ） 2022/12/3
25mピストル女子団体 866 財津美加、佐々木千鶴、小西ゆかり Japan 2022/6/4 ISSFワールドカップバクー 2022/7/6
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